
平成 29年度横浜市つたのは学園事業計画 

 

横浜市つたのは学園は、横浜市より指定管理業務を受託して 9年目を迎える。平成 30年度は指定管

理期間終了となるため、選定に向けて法人とも連携をとりながら準備を進めていく。 

平成29年度は養護学校卒業生4名を受入、47名のスタートとなる。平均障害区分５であり、年齢も 18

歳から 68 歳の方と幅広く、個々の能力や障害特性に合った日中活動が求められている。その為よりいっ

そう日々の幅の広い活動や個々の利用者の生活支援の充実を図っていくことが求められる。高度障害

の方も多く受け入れているため、研修には積極的に受講し専門性を高めていく。 

また、長津田地区センターや隣接している長津田小学校や地域の施設や町内会、商店街とも交流を

深め、地域に根差した施設としておこなっていく。 

 

1. 重点目標について 

(1) 利用者数の受け入れと安定した通所について 

地域の見学者や養護学校・個別支援学級等の実習の受け入れを行う。 

また、緑区や青葉区その他地域とのなど地域の関係機関とも連絡を取りながら、在宅の障害者

の状況も把握する。 

精神面でなかなか通所できない利用者に対しても、家族と連絡を取りながら安定した通所が出

来るように支援を行う。 

(2) 日中活動について 

当施設は、学校を卒業した 18 歳の方から生活介護としての幅広いニーズに合わせた活動内容

や個々の特性に合わせた日中プログラムを提供する。 

機能維持、健康維持、体力維持を中心とした活動を行うとともに個々の自己実現に向けたプロ

グラムの充実を図る。また、緩やかな生産活動の幅を広げ年 2回の工賃支給を行っていく。 

(3) 権利擁護について 

権利擁護委員会を中心に各職員の支援の振り返りを行い職員全体での話し合い共通認識を持

つ。Ｙネット加入施設であることを活かし、施設間の職員や利用者の交流を行う 

オンブズパーソンの客観的な意見を職員で共有し支援に生かしていく。 

(4) 指定管理受託について 

平成 30 年度に横浜市の指定管理が終了するため、次期の指定管理受託に向けての準備を進

めていく 

(5) 地域生活について 

家族の高齢化及び家族機能の低下等により、家庭生活が難しくなってきている方が増えてきて

いる。法人内の事業所と協力しながら利用者・家族が希望する地域生活継続ができるように具体

的な支援を行う。 

(6) 相談体制について 

計画相談についても職員で検討していく 

(7) 地域交流について 

長津田地区センターと協力しながら 35 周年記念イベントの企画を考える 

地域交流委員会を中心に関係機関・地域の活動に利用者及び職員も積極的に参加をしていく。 

2. 管理面について 

(1) 限られた予算の中で、事業内容の充実や増えていく修繕費等について施設運営面で効果的な

予算執行を目指し、利用者・職員が安全かつ合理的に活動できるようにする。 



(2) 建物全体で行われる改修工事等については工事横浜市、長津田地区センターと連携をとりなが

ら行っていく。また、横浜市が行う補修工事等についても連絡調整を行いより充実したものができ

るようにする。 

(3) 人材確保・人材育成について 

職員の基礎知識と専門性向上を図るため講師を招き継続的な研修を実施していく。また、各年齢

や経験等に合わせた研修も計画的に参加して行く。 

緑区の自立支援協議会の計画相談・地域ネットワーク、日中活動部会等にも積極的に参加し他

の施設や地域の情報を学んでいく。各受講した研修については、施設内の伝達研修を行い周知

する。 

(4) 送迎体制の再検討と実施 

公用車の維持管理や委託業者とも定期的に話し合い、送迎職員の人材を含めスムーズな運行

ができるように、送迎体制の充実を図る。 

(5) 法人内の協力で行っている短期入所については、計画的に実施していく。 

(6) 日中一時支援事業は、在宅生活でのニーズが高く、極力受け入れを行い在宅支援の一助とす

る。 

(7) 業務運営会議・職員会議・支援会議・班会議・委員会会議など定期的な開催により、各職員の意

識向上と積極的な活動を行う。 

(8) 災害時、防犯対策について 

危機管理マニュアルの見直しと整備を行っていく。 

災害時特別避難場所としての役割を周知し、受入マニュアルの確認と訓練も実施する。 

防犯設備についても長津田地区センターや横浜市と連絡を行いながら検討し推進していく。ま

た、広域避難場所との連携が取れるようにする。 

 

3. 支援面について 

(1) 週 3回の自宅送迎を行う事で高齢の家族の送迎の負担軽減や利用者の活動の継続を行う 

家族の方も高齢になり、体調不調等で送迎が出来ずにお休みする方が増えてきている。また、

利用者のひきこもりになっている方もおり、定期的に訪問することで継続的に通所できるようにす

る。 

(2) 活動班は 3班とし、各利用者のニーズに合わせた支援の充実を図る。 

各班がそれぞれの班の利用者の状況を把握しながら活動を行っていく。個々の持っている力が

発揮できるように支援を行いながら、緩やかな生産活動も行っていく。 

(3) 利用者の健康管理、機能維持について 

引き続き嘱託医、訪問 PT 等の協力を得て、医療カリキュラムの遂行と専門的な医療対応やリハ

ビリテーションの支援の継続を行う。 

また、月 1 回の定期的な健康相談の実施と医療機関の紹介や必要があれば通院同行も行って

いく 

(4) 個別支援計画と個々の利用者のマニュアル作成について 

利用者の全体像を把握し、家族や本人の想いに沿った個別支援計画を作成できるようにする。

また、本人のストレングス（強み）の見方を入れた作成ができるようにする。 

個々利用者の支援マニュアルを作成しより安定した支援提供をする 

(5) 余暇活動支援について 

旅行やクラブ活動等の余暇活動のさらなる充実を図る。 

旅行の形態については今年度も委員会を中心に検討を行いより利用者が楽しめるような企画を

実施していく。 



また、今後の利用者の生活がより豊になるように感性や創造力を伸ばせる活動も取り入れていく。 

 

4. 家族会、家族との関係 

(1) 家族会では、横浜市や、施設の情報提供や情報交換を行い協力関係を築いていく。 

(2) 嘱託医の協力や常勤看護師によるご家族からの医療的相談を積極的に行っていく。 

(3) 家庭訪問、個別相談を通し、家族との連携を強化する。 

 

5. 地域との関係 

(1) 10 月に地域交流事業として、平成 29 年度も「つたのは学園まつり」を長津田地区センター祭り、

長津田小学校と 3施設合同で開催し、地域とのかかわりを深める。 

(2) 長津田地区センターとの定期協議を通し、地区センターとの共催事業を引き続き実施する。 

(3) 緑区の福祉施設等分科会に参加し、地域との連携を深めると共に「災害時の回覧板を利用した

取り組み」に継続して参加し、情報交換を行いながら災害時の協力体制を深める。 

(4) 地域交流委員会を中心に地域町内会の活動へ積極的に参加し、地域の福祉関係とも交流を図

っていく 

(5) ボランティア受け入れも積極的に行う 

 

6. その他 

(1) ホームページ・ブログの更新を随時行いながら、活動の様子などを外部に、紹介する。 

(2) 年 2回の広報誌の発行を行いより地域の方の理解を深める。 


